
 

 

文化芸術に関するこどもワークショップの実施について 
 
１ 概要 
（１）実 施 日 2025 年 8 月２６日（火）14:00〜16:00 
（２）会  場 青少年センター ４階交流室 
（３）参加者数 公募９人（小学生４人、中学生３人、高校生２人） 
（４）スタッフ 委託事業者４人、職員６人（文化振興課３人、スポーツ振興課３人） 
 
２ 内容（ワークショップ） 

テーマ１〜３は、小学生・中学生・高校生の３班に分かれて、各テーマの意見交換
を実施し、テーマ４は、スポーツと文化の２班に分かれて、意見交換を実施した。 

 
（１）テーマ１︓鑑賞・観戦について 

・鑑賞したもの︓アニメ作品の映画、博物館、美術館 
・鑑賞のきっかけ︓家族や友人に誘われた、好きだから 
・鑑賞していない理由︓忙しい、応募ができない 
・今後、鑑賞したいもの︓推しのライブ、アニメの続きの映画、本格的なもの 
・鑑賞・観劇したい施設︓豊田市博物館、美術館、豊田 KiTARA 

 
（２）テーマ２︓活動・実践について 

・1 年間に実施した活動 ︓学校での演劇鑑賞、伝統芸能 （三味線、茶道、書道、太鼓） 
・実施した理由・きっかけ︓学校での一斉参加、夏休みの宿題、家族や友人の勧め 
・実施していない理由︓やる機会がない、忙しい 
・今後実施したい活動︓モネの展覧会、ひとりカラオケ、軽音、絵を描く 
・今後実施したい理由︓楽しそうだったから、ストレス発散、チラシを見た 

 
（３）テーマ３︓市の事業について「知っているか、みたことはあるか」 

・学校で文化活動派遣事業を見た︓NO（８人） 
・コンサートホールや能楽堂での体験鑑賞︓YES（３人）吹奏楽、指揮者体験 
・能楽堂を知らない、どこにあるのか知らない。（小学生） 
・豊田市ジュニアオーケストラ、合唱団、ジュニアマーチングバンドを鑑賞したこと

がある︓NO（７人） 
・おいでんアート体験フェアやこどもアート縁日への参加︓NO（7 人） 

 
（４）テーマ４︓まちの魅力について「文化・芸術でどんなまちになったらいいか」  

・好きなことを深めやすい町         ・仲間が見つかる町 
・市民全員がみんなで好きな文化芸術を楽しめるまち 
・共通の文化芸術をたくさんの人と楽しむ   ・感情の共有→もっと楽しむ 
・楽しむ場所や整備がある          ・みんなが楽しめる町‼ 
・自分の好きが認められる町‼        ・好きなことを認めてくれる町︕ 
・共感してくれる町 

令和７年１１月５日（水） 
文化芸術振興委員会【資料１】 


